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2Aa-3　　　　　　ラットの 栄 養 素 代 謝 に 及 ぼす わか めの 効 果 について

○谷 政八･谷村 賀子･谷 洋子･早崎 京子(仁愛女短大･生活科学)

[目的]今迄､ わかめにはラットの血清、肝臓へのコレステロール上昇を有意に抑制し､糞尿中の

ミネラル成分など排泄量に相違することを報告してきた。現代の日本人の食事内容 形態が｡ 高

脂質、高単純糖質および低繊維質食に変化したといわれて久しい。この食事内容は､ 生活習慣

病に関わってきていることも事実である。

今回、高繊維質のわかめ摂取が､これら食事内容に及ぼす効果について検討した。

[方法]日本海越前海岸で収穫したわかめを真空乾燥させ粉末試料とした。実験は5 週齢のSD

系雄ラットを４週間自由摂取法で飼育した。飼料組成は､カゼイン25%､ ラード20%､ 砂糖20%

の高水準でわかめ粉末をそれぞれ5% 、10% を基本とした｡ 調整にはコーンスターチを用いてミ

ネラル、ビタミンを加えた。対照は､ラード5% 、粉末セルロース5％、カゼイン2 5%､ コーンスター

チ60% とした。血清､ 肝臓､ 糞尿などを採取し各成分を測定した。

[結果]飼育期間における体重増加は､ 対照よりわかめ群が有意に高かった｡しかし臓器重量に

は､実験群間に有意の差がなかった。血清成分において､わかめ群はインスリン値、血糖値､ＴＧ、

ＴＣＨＬ､PL が対照より低値で有意であった｡ミネラルには､ 有意の差がなかった｡ 肝臓中の総脂

質、TG､ＴＣＨＬは､実験群間に有意の差がありセルロース群が高値であった。

尿成分では､総窒素、Na､Ca､Fe､Mg に実験群間に有意の差があった。糞成分では､ＴＣＨＬ､総

窒素、Ｐ､Fe､Mg に有意の差があった｡特に､わかめ群とセルロース群では排泄に相違を認めた。

わかめには､高脂質、高砂糖食にも関与することを示唆した。

2Aa-4 ＤＨＡ摂取によるa  -トコフェロール濃度の低下とゴマリグナンによる回復

○小林　桂、池田　彩子、木曽　良信 、゙山下　かなへ

( 椙山女大・食品栄養、 ザントy ー基礎研究所)

＜目的＞我々はゴマジグナン( セサミン、セサミノール) を投与すると、生体内a  -トコ

フェロール(a  -Toe)濃度が上昇することを見出している。今回、脳の栄養として重要であ

るが酸化されやすく、多量の摂取は組織中のa-Toe 濃度を低下させるといわれているDHA

に着目し、ＤＨＡ 摂取によりa-Toe 濃度は低下するか、またセサミンやセサミノール投与

によりa-Toe 濃度の上昇は見られるかを検討した。

＜方法＞４週齢の雄性Wistar ラットをコントロール(a -Toc50mg/kg) 群と、DHA(5g/kg)

群にそれぞれゴマリグナンを0.2% 添加した４群に分けて調べた。実験１ではゴマリグナ

ンとしてセサミンを、実験２ではセサミノールを用いて５週間飼育した。屠殺後のラット

から血漿、肝臓および脳を採取し、a-Toe 濃度およびTBARS 濃度を測定した。

＜結果＞血漿・肝臓のａ･Ｔｏｃ濃度はセサミン群で上昇し、ＤＨＡ 添加群で低下し、ＤＨＡ＋

セサミン群はコント13 ―ル群と同程度まで上昇していた。脳中のa  -Toe 濃度は、セサミ

ン群で上昇し ＤＨＡ 群では低下しなかったが、ＤＨＡ十セサミン群でセサミン群と同程度ま

で上昇していた。また血漿・肝臓・脳のTBARS 濃度は ＤＨＡ 添加群で上昇し、ＤＨＡ十セ

サミン添加では低下し、特に脳で大きく低下していた。セサミノールはセサミンと同じ傾

向を示したが、セサミンより効果は大きかった。以上の結果から、ゴマリグナン摂取の組

織中a-Toe 濃度の上昇作用は、脳においても見られることが明らかになった。
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